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広天域硬 X 線モニター（HXM）は、重力波イベントからの X·ガンマ線放射の検出および位置決定を狙う ISS
搭載ミッションWide-Field MAXI に向け開発を進めていた検出器である。ただし Wide-Field MAXI の打ち上
げが現在未定のため、我々は他のミッションへの参加や超小型衛星による打ち上げ機会も想定して BBM まで製
作した機器の評価 ·試験を行ってきた。
HXM は重力波イベントからの検出が期待される X·ガンマ線放射 (Short GRB 等) の短時間変動とスペクト

ルを取得し、発生天体の同定を目的とした検出器である。その構成は アバランシェフォトダイオード (APD) と
Gadolinium Aluminum Gallium Garnet (GAGG) 結晶を組み合わせたシンチレータの１次元アレイであり、24
アレイで 20 keV – 1 MeV で 120 cm2 の有効面積を持つ。我々は複数 APD からの信号の同時読み出し用に低
消費電力 ·広ダイナミックレンジ ·32 チャンネル の LSI を設計/開発し、APD+GAGGとの組み合わせによる実
測定において性能要求である 20 keV 以下のエネルギー閾値にノイズを押さえる LSI の製作に成功した。また放
射線耐性の評価として若狭湾エネルギー研究所において軌道上 10 年分の陽子ビーム照射試験を行い、その結果
ビット反転は起こらず波高値の変化も較正可能な範囲であることを検証した。このマルチチャンネル LSI の読み
出し回路の BBM を製作し、これら HXM コンポーネントを組み合わせた評価試験を行っている。
本講演ではこれまでの HXM の開発のまとめと BBM コンポーネントの評価試験の結果を報告する。


